
巻頭エッセイ

い
ま
や
「
世
界
の
工
場
」
と
な
っ
た
中
国
の
二
酸
化
炭
素
発
生
量
は
、

ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
世
界
一
で
あ
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
の
研
究
機
関
が
発
表

す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
そ
の
中
国
で
は
、
い
ま
循
環
経
済
法
と
い

う
枠
組
み
法
の
立
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
先
進
国
と
比
べ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
浪
費
型
で
汚
染
発
生
型
の
経
済
成
長
モ
デ
ル
を
変
革
し
な
け
れ

ば
、
持
続
可
能
な
中
国
の
発
展
は
望
め
な
い
と
い
う
背
景
か
ら
出
発
し
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
二
○
○
○
年
以
来
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
を

す
す
め
て
き
た
が
、
循
環
型
社
会
の
目
的
は
、
天
然
資
源
の
消
費
が
抑
制

さ
れ
、
環
境
へ
の
負
荷
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。
こ
の

も
と
に
各
種
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
が
設
定
さ
れ
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
、
建
設
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
焦
点
は
あ
く
ま
で
、
廃
棄
物
・

循
環
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
置
か
れ
て
い
る
。

一
方
、
中
国
の
循
環
経
済
法
の
立
法
の
趣
旨
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
省
エ

ネ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
、
廃
熱
利
用
等
）、
水
資
源
（
節
水
、
中
水

の
循
環
利
用
）
も
対
象
と
し
、
日
本
よ
り
対
象
が
広
い
。

と
く
に
循
環
経
済
形
成
に
向
け
た
主
要
措
置
の
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る

の
は
、
政
策
の
整
備
と
し
て
、
投
資
体
制
の
改
革
、
価
格
改
革
の
一
段
の

深
化
、
財
政
租
税
政
策
の
完
備
、
企
業
改
革
の
深
化
が
提
起
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
政
策
と
し
て
、
希
少
性
に
応
じ
た
価
格
形
成

（
水
、
熱
、
天
然
ガ
ス
）、
省
エ
ネ
・
節
水
の
た
め
の
税
徴
収
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
循
環
経
済
法
は
二
○
○
七
年
中
に
全
国
人
民
代
表
大
会
で
採

択
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
狭
く
個
体
の
循
環
に
と
ど
ま
ら
ず
、
資
源
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
統
一
し
て
、
土
地
や
水
ま
で
包
括
し
て
い
る
点
が
重
要
で

あ
る
。
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
３
Ｒ
（
減
量
化
・
再
利
用
・
資

源
化
）、
拡
大
生
産
者
責
任
制
度
、
省
エ
ネ
管
理
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制

度
、
循
環
利
用
指
標
と
認
証
制
度
が
含
ま
れ
る
予
定
と
い
う
。

中
国
の
二
酸
化
炭
素
発
生
量
の
約
四
分
の
一
以
上
が
輸
出
の
た
め
の
生

産
に
起
因
し
て
お
り
、
日
本
を
は
じ
め
Ｅ
Ｕ
、
ア
メ
リ
カ
は
中
国
か
ら
安

い
商
品
を
買
う
代
償
と
し
て
、
自
国
で
生
産
す
る
よ
り
も
遙
か
に
多
い
二

酸
化
炭
素
を
発
生
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
省

エ
ネ
と
循
環
経
済
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
先
進
資
本
主
義
国
の
義
務
で
あ

る
と
い
っ
て
よ
く
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。

（
よ
し
だ　

ふ
み
か
ず
／
北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授
）

循
環
型
社
会
の
日
中
比
較

吉
田
文
和
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